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おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知　令和３年４月１日から放課後児童クラブの利用を希望する児童を募集します。

申請期間　11月２日（月）～ 16日（月）　午後１時～５時（土日 ・ 祝日を除く）
申請書類配布場所　各放課後児童クラブ、 子ども保育課、 各総合支所保健福祉課（雄勝総

合支所を除く）

令和３年度放課後児童クラブ利用児童募集

□申   ・ □問  　各放課後児童クラブ
　　□問  　子ども保育課（内線2523・2526）
　　　　河北総合支所保健福祉課　☎62-2117（内線162）
　　　　河南総合支所保健福祉課　☎72-2113（内線264）
　　　　桃生総合支所保健福祉課　☎76-2111（内線251）
　　　　北上総合支所保健福祉課　☎67-2113　
　　　　牡鹿総合支所保健福祉課　☎45-2113（内線612）

石巻市放課後児童クラブ一覧（石巻、河北、河南、桃生、北上、牡鹿地区）
＜石巻地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

向  陽  小

向陽地区第一放課後児童クラブ 向陽小学校敷地内専用教室 70人 95-1270

向陽地区第二放課後児童クラブ かもめ学園敷地内専用教室 70人 96-6540

向陽地区第三放課後児童クラブ 向陽小学校内 40人 95-0260

渡  波  小
渡波地区第一放課後児童クラブ

渡波小学校敷地内専用教室
50人 97-2416

渡波地区第二放課後児童クラブ 50人 25-1921

石  巻  小
石巻地区第一放課後児童クラブ

旧中央児童館内
50人 23-3298

石巻地区第二放課後児童クラブ 40人 23-7406

中  里  小
中里地区第一放課後児童クラブ

中里小学校敷地内専用教室
70人 23-3341

中里地区第二放課後児童クラブ 50人 23-1303

鹿  妻  小

鹿妻地区第一放課後児童クラブ

鹿妻小学校敷地内専用教室

50人 93-9714

鹿妻地区第二放課後児童クラブ 50人 96-7880

鹿妻地区第三放課後児童クラブ 50人 93-3112

大街道小 大街道地区放課後児童クラブ 大街道小学校内 70人 94-0285

釜　　小
釜地区第一放課後児童クラブ 釜小学校隣地専用教室 70人 94-8533

釜地区第二放課後児童クラブ 釜小学校敷地内専用教室 50人 23-0465

蛇  田  小

蛇田地区第一放課後児童クラブ
蛇田小学校敷地内専用教室

70人 23-8253

蛇田地区第二放課後児童クラブ 50人 22-8575

蛇田地区第三放課後児童クラブ
蛇田小学校敷地外専用教室

50人 22-6835

蛇田地区第四放課後児童クラブ 50人 22-6845

開  北  小
開北地区第一放課後児童クラブ 開北小学校敷地内専用教室 55人 23-3433

開北地区第二放課後児童クラブ 開北小学校内 40人 23-3558

山  下  小
山下地区第一放課後児童クラブ

山下小学校内
40人

93-7241
山下地区第二放課後児童クラブ 40人

住  吉  小
住吉地区第一放課後児童クラブ

住吉小学校内
40人

23-1623
住吉地区第二放課後児童クラブ 40人

貞  山  小 貞山地区放課後児童クラブ 貞山小学校敷地内専用教室 50人 95-2606

万石浦小

万石浦地区第一放課後児童クラブ 万石浦小学校敷地内専用教室 70人 97-5078

万石浦地区第二放課後児童クラブ 万石浦小学校内（休止中） 40人 24-2474

万石浦地区第三放課後児童クラブ 万石浦小学校敷地内専用教室 50人 25-3825

湊　　小 湊地区放課後児童クラブ 湊こども園内 70人 94-5018

稲  井  小

稲井地区第一放課後児童クラブ 稲井幼稚園内 40人 91-2152

稲井地区第二放課後児童クラブ 稲井小学校隣地
仮設クラブ室

40人 91-2855

稲井地区第三放課後児童クラブ 40人 91-2110

＜河北地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
飯野川小 飯野川地区放課後児童クラブ 飯野川小学校内 50人 62-3202

大谷地小 大谷地地区放課後児童クラブ 大谷地小学校内 40人 62-2388

二  俣  小 二俣地区放課後児童クラブ 二俣小学校敷地内専用教室 50人 62-8580

＜河南地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
広  渕  小 広渕地区放課後児童クラブ 広渕小学校敷地内専用教室 50人 73-3601

須  江  小
須江地区第一放課後児童クラブ

須江小学校敷地内専用教室
50人 73-2553

須江地区第二放課後児童クラブ 50人 73-2675

北  村  小 北村地区放課後児童クラブ 北村農村交流センター内 40人 73-2033

前谷地小 前谷地地区放課後児童クラブ 前谷地小学校敷地内専用教室 50人 72-2016

和  渕  小 和渕地区放課後児童クラブ 和渕小学校内 30人 72-3346

鹿  又  小
鹿又地区第一放課後児童クラブ

鹿又小学校敷地内専用教室
30人 74-2255

鹿又地区第二放課後児童クラブ 50人 75-3237

＜桃生地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

中津山第一小 桃生地区第一放課後児童クラブ せんだんの杜ものうなかつやま 
敷地内専用教室 40人 76-1887

中津山第二小 
桃  生  小 桃生地区第二放課後児童クラブ 桃生保健センター内 50人 080-4426-

6307

＜北上地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号
北  上  小 北上地区放課後児童クラブ 北上にっこり地区拠点施設内 40人 67-2091

＜牡鹿地区＞
対象小学校 クラブ名 開設場所 定員 電話番号

牡鹿地区の
小学校 牡鹿地区放課後児童クラブ 牡鹿保健福祉センター内 40人 45-2611

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

　

９
月・
10
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
11
月
11
日（
水
）に
振
り

込
み
ま
す
。

□問 　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
た
方
へ
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

対
象



・

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
…
令

和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
電

力
会
社
と
太
陽
光
受
給
契
約

（
系
統
連
系
電
圧
は
低
圧
で
、

配
線
方
法
は
余
剰
配
線
と
し

た
契
約
に
限
る
）を
締
結
し

た
方
、ま
た
は
、令
和
元
年
度

中
に
同
様
の
太
陽
光
受
給
契

約
を
締
結
し
、こ
の
補
助
を

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方



・

定
置
用
蓄
電
池
お
よ
び
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
…
令
和
２
年
４
月
１
日

以
降
に
設
置
を
完
了
し
た

方
、ま
た
は
、令
和
元
年
度
中

に
同
様
の
設
置
を
完
了
し
、

こ
の
補
助
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
方

※
新
設
が
対
象
で
、増
設
な
ど

は
対
象
外
で
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
を
持
参
す

る
か
郵
送（
必
ず
書
留
な
ど

配
達
記
録
が
残
る
方
法
）し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
、環

境
課
、各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
令
和
３
年
３
月
26

日（
金
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

□申 ・□問 　
〒
９
８
６−

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）環
境
課

　
（
内
線
３
３
６
８
）

雨
水
利
用
タ
ン
ク
を
設
置
し
た

方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
ま
た
は
市
内
に
事
業
所

な
ど
を
置
く
法
人
で
、令
和

２
年
４
月
１
日
以
降
に
市
販

さ
れ
て
い
る
80
㍑
以
上
の
雨

水
利
用
タ
ン
ク（
雨
水
貯
留

槽
）を
設
置
し
た
方
、ま
た
は

令
和
元
年
度
中
に
同
様
の
設

置
を
完
了
し
、こ
の
補
助
を

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
。住

宅
ま
た
は
事
業
所
１
棟
に
つ

き
１
基
ま
で
を
対
象
と
し
ま

す
。

雨
水
タ
ン
ク
の
メ
リ
ッ
ト



・

水
を
庭
木
に
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、水
道
料
金
の
節
約

に
な
り
ま
す
。



・

災
害
な
ど
の
断
水
時
に
、貯

め
た
雨
水
を
ト
イ
レ
な
ど
の

雑
用
水
に
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
金
交
付
額　
雨
水
タ
ン
ク

の
購
入（
設
置
費
用
含
む
）

費
用
の
２
分
の
１（
上
限
は

３
万
円
）

申
請
方
法　
申
請
書
を
持
参
す

る
か
郵
送（
必
ず
書
留
な
ど

配
達
記
録
が
残
る
方
法
）し

て
く
だ
さ
い
。申
請
書
は
、環

境
課
、各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
限　
令
和
３
年
３
月
26

日（
金
）

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

□申 ・□問 　
〒
９
８
６−

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）環
境
課

　
（
内
線
３
３
６
８
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で

　
大
切
に
保
管
を
！
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付

し
た
全
額
が
所
得
税・
市
町
村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　

こ
の
た
め
、令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納

付
し
た
方
は
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書

が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

□問 　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
２
２−

５
１
１
５

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
０
３

−

０
０
４（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
２
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
行
事
な
ど

が
中
止
や
延
期
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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口
座
振
替
納
付
内
容
の

確
認
は
通
帳
で

　
市
税（
料
）な
ど
の
口
座
振
替

で
の
納
付
内
容
は
、通
帳
の
記

帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
１
年
間
の
口
座
振
替
納
付
内

容
を
記
載
し
た「
納
付
済
通
知

書
」を
ご
希
望
の
方
は
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。12
月
中
旬
か
ら
順

次
発
送
を
行
い
ま
す
。

□申・□問　
納
税
課

　
（
内
線
３
１
３
５
）

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
送
付
し
ま
す
！
～

　
令
和
３
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
へ
、11

月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）

を
送
付
し
ま
す
。こ
の
通
知
は
、

令
和
３
年
２
月
ご
ろ
か
ら
約
１

年
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
の
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

し
、心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問　
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

　
☎
０
２
２−

２
２
２−

６
１
１
５

　
市
総
務
課（
内
線
４
０
３
６
）

11
月
２
日（
月
）か
ら

自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申
請

の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

〇
変
更
点



・

自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申
請

書
の
様
式
が
全
国
統
一
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、申
請
書

の
様
式
が
変
更
に
な
り
ま

す
。旧
申
請
書
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。



・

番
号
標（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）受
領
者
の
本
人
確
認
を

し
ま
す
。ま
た
、申
請
者
の
押

印
は
不
要
と
な
り
ま
す
。申

請
の
際
は
運
転
免
許
証
な

11月20日（金）は子どもの権利を考え行動する
「世界子どもの日」です
〇石巻市子どもの権利に関する条例
　平成21年４月に東北で最初に、子どもが生まれながらに持っている権利を定め
ました。子どもの幸せと健やかな成長には、すべての子どもを一人の人間として認
め、子ども自身が、あらゆる場面で生き生きと過ごすことができるよう、子どもの
権利を尊重するとともに、保障し、地域社会全体で支えていくことが必要です。
　子どもの権利を守ることは、社会全体の責務です。家庭や地域、学校や施設、会社
などが協力し合いながら、子どもの権利についての共通認識を持ち、お互いの責任
を果たすことで、子どもの「しあわせに生きる権利」が守られていきます。

〇子どもが生まれながらに持っている大切な権利
　 ・ 安全に安心して生きる権利　
　 ・ 自分らしく育つ権利　
　 ・ 自分を守り、守られる権利　
　 ・ 社会へ参加する権利
　 ・ 適切な支援を受ける権利　

〇11月１日（日）～ 20日（金）はらいつの「子どもの権利月間」です
　子どもセンターらいつでは、子どもの権利を柱として運営する児童館として、子
どもの権利に関するさまざまなイベントを行いますので、お子さんと一緒にご参
加ください。
　詳しくは問い合わせください。
□問 　・子どもの権利について　子育て支援課（内線2553）
　　・イベントについて　　　子どもセンターらいつ　☎23-1080

ど
の
本
人
確
認
書
類
、自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証
明

書
、自
動
車
検
査
証
な
ど
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
窓
口
を
拡
大
し
ま
す



・

11
月
２
日（
月
）か
ら
市
民

課
、河
北
総
合
支
所
、桃
生
総

合
支
所
に
加
え
て
蛇
田
支
所

で
も
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

申
請
の
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

□申・□問　
市
民
課

　
（
内
線
２
３
２
１
）

給
与
支
払
報
告
書
の
電
子
デ

ー
タ
に
よ
る
提
出
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
１
月
以
後
提
出
す

る
給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い

て
、前
々
年
の
給
与
所
得
に
お

け
る
源
泉
徴
収
票
の
税
務
署
へ

提
出
す
べ
き
枚
数
が
１
０
０
枚

以
上
の
と
き
は
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
に
よ

る
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、給
与
支
払

報
告
書
を
複
数
の
自
治
体
へ
一

度
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問　
市
民
税
課

　
（
内
線
３
０
９
４
）

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　
☎
０
５
７
０−

０
８
１−

４
５
９

令
和
２
年
分
年
末
調
整
等
説

明
会
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、例
年
実
施

し
て
い
た
説
明
会
の
開
催
を
中

止
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情

報
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｗ
ｅ
ｂ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ

−

Ｔ
Ｖ
の

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□問　

石
巻
税
務
署（
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
）

　
☎
２
２−

４
１
５
１

宝
く
じ
助
成
を
活
用
し

ま
し
た

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
）を

受
け
、自
主
防
災
組
織
に
防
災

資
機
材
を
配
備
し
ま
し
た
。

　
防
災
訓
練
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

助
成
先　
羽
黒
町
町
内
会
自
主

防
災
会
、塩
富
町
二
丁
目
自

主
防
災
会
、十
八
成
地
区
自

主
防
災
会

配
備
内
容　
発
電
機
、テ
ン
ト
、

担
架
、無
線
機
な
ど

□問　
危
機
対
策
課

　
（
内
線
４
３
１
７
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

　

新
た
に
犬
を
飼
っ
た
方
、ま

だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、必

ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し

て
い
な
い
方
は
、動
物
病
院
で

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
実
施
猶
予
証
明
書
」を
交
付

さ
れ
た
方
は
、届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
は
、狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、違
反

す
る
と
、罰
則
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
方

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

□申・□問　
環
境
課

　
（
内
線
３
３
６
４
）

宮
城
県
の
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

時
間
額　
８
２
５
円

効
力
発
生
日　
10
月
１
日

対
象
者　
県
内
の
事
業
場
で
働

く
全
て
の
労
働
者（
パ
ー
ト・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
）

※
次
の
賃
金
は
、最
低
賃
金
の

計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。精

皆
勤
手
当・通
勤
手
当・家
族

手
当・賞
与・時
間
外・休
日・

深
夜
手
当
な
ど

□問　
宮
城
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
２
２−

２
９
９−

８
８
４
１

　
石
巻
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
２
２−

３
３
６
６

令
和
２
年

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

は
、全
国
一
斉
に「
秋
の
火
災
予

防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
、日
頃
か
ら
火
の
用
心

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。秋の火災予防運動

〇
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

−

３
つ
の
習
慣・４
つ
の
対
策

−

３
つ
の
習
慣



・

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る



・

ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る



・

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す

４
つ
の
対
策



・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、定
期
的
に
点
検
す
る



・

寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、防
炎
品
を
使
用
す
る



・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
し
、定
期
的
に
点

検
す
る



・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

□問　
石
巻
広
域
消
防
本
部
予
防

課
　
☎
９
５−

７
１
６
７

11
月
９
日（
月
）は

「
１
１
９
番
の
日
」で
す

　

不
要・
不
急
の
１
１
９
番
通

報
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
当
に
助
け
を
必
要
と
し
て

い
る
人
の
も
と
へ
１
秒
で
も
早

く
救
急
車
を
到
着
さ
せ
る
た

め
、１
１
９
番
通
報
の
適
切
な

利
用
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ

た
場
合
は
、＃
７
１
１
９（
お
と

な
救
急
電
話
相
談
）、ま
た
は
＃

８
０
０
０（
小
児
救
急
電
話
相

談
）の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問　
石
巻
広
域
消
防
本
部
指
令

課
　
☎
９
５−

７
１
１
１

「子どもの権利」
ってなに⁉

一緒に考えて
みませんか？
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空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.06～0.09 9/3～9/29

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.08 9/1～9/29

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.05～0.09 9/1～9/29

牡鹿地区集落 0.06～0.12 9/3～9/15

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
佳

　
　作

令和元年度石巻市学校防災推進会議

11
月
11
日（
水
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

㍃
シ
ー
ベ

ル
ト

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
放
射
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
測
定
地
点

の
全
て
で
、
健
康
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
数
値
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

9
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問�　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
８
）

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ

11月14日（土）
午前10時～午後4時 市役所３階　36番窓口

12月12日（土）

と　　き ところ

11月14日（土）
午前10時～午後4時 市役所３階　36番窓口

12月12日（土）

□問�　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　�　市生活再建支援課（内線 3964）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の消費
税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100万円
以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入で消費税率８％
の場合、最大約90万円、消費税率10％の場合、最大約150万円）の給付が受けら
れる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
 　（令和３年12月31日までに引き渡された住宅が対象） 
※次の場合は申請対象外です。

被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／消費
税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合

相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認など
　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、住宅
の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利０％）に
ついて、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

□申� ・□問�　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問�　市生活再建支援課（内線 3964）

「災害復興住宅融資」無料相談会 要電話予約

応
職員
縁
全国からの全国からの

震
災
移
転
再
建
時
に
水
道

加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象　
給
水
区
域
内（
石
巻
市・

東
松
島
市
内
）に
お
い
て
、震

災
に
よ
り
住
居
な
ど
が
被
災

し
た
方
で
、移
転
再
建
す
る

際
に
、新
た
な
給
水
装
置
を

設
置
す
る
と
同
時
に
被
災
し

た
場
所
の
給
水
装
置
の
廃
止

手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、す
で
に
加
入
手
続
き
済

み
の
物
件
を
購
入
の
場
合

は
、免
除
の
対
象
外
で
す
。

申
請
期
限　
令
和
３
年
３
月
31

日（
水
）

□申�・
□問��　

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
給
水
課

　
☎
９
５−

６
７
０
７

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
未
申
請
世
帯
は
申
請
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
期
限　
令
和
３
年
４
月
12

日（
月
）

対
象　
り
災
証
明
書
が
大
規
模

半
壊
以
上
で
住
宅
再
建（
建

設・購
入
、補
修
、賃
借
）の
契

約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申�・□問�　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
３
）

東
日
本
大
震
災
被
災
者
住
宅

再
建
事
業
補
助
金
の
相
談

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
）

を
し
た
、ま
た
は
、予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

申
請
期
限　
令
和
３
年
２
月
15

日（
月
）

□申�・□問��　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
１
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

現
地
調
査
に
つ
い
て

　
県
が
現
地
調
査
に
よ
っ
て
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
し
、

そ
れ
を
も
と
に
市
で
は
警
戒
避

難
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
前
回
調
査
か
ら
の
地
形
改
変

な
ど
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。調
査
員
が
土
地
に
立
ち
入

り
、斜
面
や
沢
の
状
態
を
確
認

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き　
11
月・12
月（
予
定
）

※
調
査
員
は
、県
東
部
土
木
事

務
所
長
が
発
行
す
る
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
場
合
は
身
分
証
明
書

の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ

い
。

□問�　
県
東
部
土
木
事
務
所

　
河
川
砂
防
第
四
班

　
☎
９
８−

３
５
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
令
和
３
年
度
分
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
制
度

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、前
年
の
同

期
間
と
比
べ
て
、事
業
収
入
が

30
％
以
上
減
少
し
た
中
小
事
業

者
な
ど
が
所
有
す
る
事
業
用
家

屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
対
し
て

課
す
る
固
定
資
産
税

・

都
市
計

画
税
を
令
和
３
年
度
分
の
み
２

分
の
１
ま
た
は
ゼ
ロ
と
し
ま

す
。

申
告
期
間　
令
和
３
年
１
月
４

日（
月
）～
１
月
31
日（
日
）

※
生
産
性
向
上
に
向
け
た
中
小

企
業
者・
小
規
模
事
業
者
の

新
規
投
資
を
促
進
す
る
た

め
、固
定
資
産
税
の
特
例
の

拡
充・延
長
を
行
い
ま
す
。

※
申
告
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□申�・□問�　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

建
物
を
取
り
壊
し 

・ 

建
築
し
た
方
へ

　
今
年
中
に
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
る
家
屋
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
方（
取
り
壊
し
を
予
定
し
て

い
る
方
）は「
家
屋
滅
失
届
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、車
庫・物
置
な
ど
を
建

て
た
際
、課
税
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□申�・□問�　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
７
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

北上小学校６年 山
やま

内
うち

　琉
る

愛
あ

「あぶないぞ」
　みんなに知らせて　伝え合う
　　一人一人が　防災無線

観
光
客
が
集
ま
る
街
に

　

今
年
４
月
に
派
遣
さ
れ
、中
瀬
公
園

の
整
備
、道
路
新
設
、敷
地
造
成
工
事
な

ど
の
監
督
業
務
や
国
、県
と
の
調
整
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。派
遣
前
も
新
潟
市

土
木
事
務
所
で
道
路
新
設
工
事
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。

　
入
庁
以
来
３
年
間
勤
務
し
た
部
署
か

ら
異
動
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と

や
、「
被
災
地
の
力
に
な
り
た
い
」「
自
分

を
成
長
さ
せ
る
良
い
機
会
」と
い
う
思

い
も
あ
り
、派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。１

年
の
派
遣
を
終
え
て
新
潟
に
戻
っ
た

後
、今
担
当
し
て
い
る
業
務
に
支
障
が

な
い
よ
う
、上
司
や
同
僚
と
の
相
談
や

報
告
は
徹
底
し
た
い
と
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　
震
災
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
た
石
巻

の
街
並
み
を
見
て「
だ
い
ぶ
復
興
し
て

い
る
」と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
し
た
。

し
か
し
、工
事
現
場
に
は
ま
だ
被
災
の

爪
痕
が
残
り
、市
職
員
や
工
事
現
場
関

係
者
か
ら「
身
近
な
人
を
亡
く
し
た
」と

い
う
話
を
聞
い
て
、震
災
の
悲
惨
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
震
災
を
乗
り
越
え
た
石
巻

が
、将
来
は
全
国
や
世
界
か
ら
観
光
客

が
集
ま
る
よ
う
な
魅
力
的
な
街
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

基盤整備課

石
いし
山
やま
彩
さや
加
か

さん（26）
新潟市から派遣

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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石巻霊園返還墓所の使用許可申請を
受け付けています

区画面積 使用料
４㎡ 94,600円
６㎡ 178,200円
９㎡ 333,300円
12㎡ 534,600円

　返還墓所とは、一度使用許可を受けて使用された墓所で、他
の墓地への改葬などにより、市へ返還された墓所のことをい
います。
受付期限
　令和３年３月31日（水）（受付時間：午前９時～午後４時）
　※申請書受け付け順に墓所を選定してもらいます。
　※全ての区画が決まり次第、受け付けは終了します。
受付場所
　環境課
※総合支所および支所での申請書の配布・受け付けは行い
ません。

　※郵送による申請書の配布 ・ 受け付けは行いません。
対象
 ・ 申請時点で市内に３カ月以上住所を有する方で、墓所の
祭し者

 ・ 焼骨を有する方
※死体（胎）埋・火葬許可証または焼骨の埋・収蔵事実の確認
書が必要です。ただし、東日本大震災で遺体が発見されず
に死亡認定を受けられたご遺族は申し込みができます。

墓所使用料

※墓碑の制限については、申請書配布時に説明します。
※石巻霊園における返還墓所のみの供給であり、石巻第二霊
園一般墓所および個別集合墓所の申し込みはできません。

□申 ・□問　環境課（内線3377）

募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

店
舗
等
オ
ー
ナ
ー
補
助
金
の

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
市
内
で
店
舗
な
ど
を
借
り
て

事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業

者
の
賃
貸
料
を
減
額
し
た
家
主

の
方
へ
減
額
し
た
賃
貸
料
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
所
有
し
て
い
る

不
動
産（
店
舗
、事
務
所
、工

場
、作
業
所
な
ど
）を
中
小
企

業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

に
令
和
２
年
２
月
29
日
以
前

か
ら
賃
貸
し
て
い
る
中
小
企

業
者
で
、賃
貸
料
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
減
額
し
た
方

※
賃
貸
人
と
賃
借
人
が
同
一
生

計
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

助
成
金
額　
３
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
の
賃
貸
借
契
約

書
に
基
づ
く
減
額
し
た
賃
貸

料
の
２
分
の
１
以
内（
１
月

あ
た
り
上
限
30
万
円
、最
大

３
カ
月
分
）

申
請
期
限　
11
月
30
日（
月
）

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

店
舗
等
賃
貸
料
補
助
金
の

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
市
内
中
小
企
業
者
な
ど

（
個
人
事
業
主
を
含
む
）の
店
舗

な
ど
の
賃
貸
料
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　
市
内
で
不
動
産（
店
舗
、

事
業
所
、工
場
、作
業
所
な

ど
）を
賃
借
し
て
事
業
を
営

ん
で
い
る
か
開
業
予
定
で
あ

る
中
小
企
業
者
で
、３
月
か

ら
10
月
ま
で
の
１
カ
月
の
売

り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
20

％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て

い
る
者

※
開
業
１
年
未
満
ま
た
は
開
業

前
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
国
の
家
賃
給
付
金
の
対
象
と

な
る
方
は
対
象
外
で
す
。

助
成
金
額　
賃
貸
借
契
約
書
に

基
づ
い
て
支
払
っ
た
４
月
分

か
ら
10
月
分
に
支
払
っ
た
賃

貸
料
の
２
分
の
１
以
内（
１

月
あ
た
り
上
限
５
万
円
、最

大
３
カ
月
分
）

申
請
期
限　
11
月
30
日（
月
）

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

デ
リ
バ
リ
ー・テ
イ
ク
ア
ウ
ト

参
入
支
援
助
成
金
の
申
請

期
限
を
延
長
し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
市
内
中
小
飲
食
事
業
者

な
ど
の
方
が
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

と
し
て「
デ
リ
バ
リ
ー
」や「
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
」を
行
い
、売
り
上

げ
を
確
保
す
る
取
り
組
み
へ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
で
飲
食
店
な
ど
を

営
業
し
て
い
る
方（
飲
食
店

や
宿
泊
施
設
、食
品
流
通
関

係
事
業
者
を
含
む
）で
、３
月

１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の

間
に
デ
リ
バ
リ
ー・
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
事
業
を
開
始
し
た
方

助
成
金
額　
デ
リ
バ
リ
ー
ま
た

は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
事
業
を
開

始
す
る
た
め
に
要
し
た
初
期

費
用（
容
器
購
入
費
や
備
品

購
入
費
、広
告
費
な
ど
）の
４

分
の
３
以
内（
限
度
額
20
万

円
）

申
請
期
限　
12
月
28
日（
月
）

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

雇
用
調
整
助
成
金
利
用

促
進
補
助
金
の
申
請
期

限
を
延
長
し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
市
内
中
小
企
業
者
の
方

が
雇
用
調
整
助
成
金（
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
）の
申
請
の
た

め
に
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
に

支
払
っ
た
相
談
費
用・
申
請
代

行
費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
事
業
所
を
置
く

中
小
企
業
者（
個
人
事
業
主

を
含
む
）で
、４
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
に
雇
用
調

整
助
成
金
の
申
請
な
ど
を
依

頼
し
た
方

助
成
金
額　
費
用
の
全
部（
上

限
10
万
円
）

申
請
期
限　
令
和
３
年
３
月
１

日（
月
）

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

（
住
所
不
要
）

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

　

市
内
に
居
住
す
る
、60
歳
以

上
で
、健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
11
月
５
日（
木
）・
19
日

（
木
）

午
前
９
時（
受
付　

８
時
40

分
～
８
時
50
分
）

と
こ
ろ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
南
中
里
三
丁
目
14－

３
）

入
会
時
に
必
要
な
も
の

　
年
会
費（
３
、０
０
０
円
）、

印
鑑
、健
康
保
険
証
、七
十
七

銀
行
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
の
い
ず
れ
か
の
通
帳

□問　
（
公
社
）石
巻
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
９
４－

３
６
８
３

  　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
４
）

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
新
規
会
員
募
集

　
会
員
は
次
の
よ
う
な
福
利
厚

生
事
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

・ 

共
済
給
付
や
生
活
安
定
資
金

の
融
資

 

・ 

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
や
健
康

維
持
活
動
の
支
援

 

・ 

自
己
啓
発
活
動
に
係
る
助

成
、イ
ベ
ン
ト
企
画
お
よ
び

保
養
施
設
な
ど
の
割
引
利
用

あ
っ
せ
ん

対
象

 

・ 

石
巻
圏
域
の
中
小
企
業
に
お

勤
め
の
方
と
そ
の
事
業
主
の

方

 

・ 

石
巻
圏
域
在
住
で
、中
小
企

業
に
お
勤
め
の
方

料
金

 

・ 

５
０
０
円（
入
会
金
）

 

・ 

月
額
７
０
０
円（
会
費
）

□申・
□問  　
（
一
財
）石
巻
地
区
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
　
☎
９
３－

９
２
３
８

□問　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
４
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

「
令
和
２
年
12
月
入
所

受
講
生
募
集
」

　
早
期
再
就
職
に
向
け
た
職
業

訓
練
を
名
取
実
習
場
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科
名（
定
員
）

 

・ 

Ｃ
Ａ
Ｄ・
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
科（
16
人
）

 

・ 

溶
接
施
工
科（
12
人
）

訓
練
期
間

12
月
15
日（
火
）～
令
和
３
年

６
月
10
日

受
講
料　
無
料（
た
だ
し
、テ
キ

ス
ト
や
作
業
服
代
な
ど
は
自

己
負
担
）

募
集
期
限　
11
月
25
日（
水
）

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石

巻
を
通
じ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□申・□問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻

　
☎
９
５－

０
１
５
８

□問  　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

訓
練
課（
名
取
実
習
場
）

　
☎
０
２
２－

７
８
４－

２
８
２
０

　
市
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

石
巻
市
男
女
共
創
セ
ミ
ナ
ー

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
間
関
係

に
！
ブ
レ
な
い
心
を
作
る

コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
」

受
講
者
募
集

　

自
分
の『
個
性
』の
生
か
し

方
や
多
様
性
の
尊
重
の
仕
方
な

ど
、職
場
を
は
じ
め
と
し
た
、さ

ま
ざ
ま
な
場
で
生
か
せ
る
コ
ー
チ

ン
グ
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き　
11
月
26
日（
木
）

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

と
こ
ろ　
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
さ
さ
え
あ
い
ホ
ー
ル

講
師阿

部 

侑
生（
コ
ー
チ
ン
グ
研

修
会
社
ド
リ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
代
表
）

対
象　
市
内
に
居
住
も
し
く
は

通
勤
し
て
い
る
方

定
員　
50
人〔
先
着
〕

申
込
方
法　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
際
は
氏
名・電
話

番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
16
日（
月
）

□申・□問 　
地
域
協
働
課

　
（
内
線
４
２
３
６
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
０－

８
０
４
３

  iscviact@
city.ishinom

aki.

lg.jp


